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１人１台端末を活用した授業改善 

中核校 函館市立本通中学校 指定校 
函館市立南本通小学校、函館市立東山小学校 
函館市立鍛神小学校、函館市立本通小学校 

 
■ 実践前の状況 
・小学校での端末の活用状況が共有されておらず、小・中学校で連携した効果的な情報活用能力の育成
を図ることができていなかった。 
・１人１台端末の授業における活用方法が、各教員に委ねられており、教職員全体の資質能力の向上に
結び付いていなかった。 
 
■ 実践の概要 
 ○ ９年間で育成する資質・能力の明確化 
  ・９年間で身に付させたい資質・能力を学年ごとに明 
確にするため、クロームブック活用推進プランを作 
成することにより、小・中学校の教職員で共通理解 
を図った。 
・計画的に児童の情報活用能力の育成するため、クロ 
ームブック活用推進プランを基に、各学校において 
授業内でクロームブックを効果的に活用し、指定地 
域内の学校における使用頻度を高めるようにした。 
 
 ○ １人１台端末を活用した効果的な指導方法の普及 
  ・教員の情報活用能力の向上のため、日常的なＩＣＴ 
   活用上の課題に応じたミニ研修や、ＩＣＴを活用し 
   た授業公開を実施した。 
 ・効果的な実践事例を普及するため、ＩＣＴ通信や教 
職員用のGoogle Classroomで周知し、全体で共有 
した。 

 
■ 実践の充実に向けた取組の工夫 
〔校長の取組〕 
 ・本事業に係る取組の進捗状況等を確認するため、指定地域の管理職が定期的にオンラインで打合せ
を行った。 
 ・教職員の授業における１人１台端末の活用状況や児童生徒の意識の変容について把握するため、Ｉ
ＣＴの活用状況についてアンケートを行った。 
 ・１人１台端末の効果的な活用に関する指導について共通理解を図るため、管理職が授業参観し、授
業でのＩＣＴの活用状況を把握し、通信等で周知した。 
 
■ 成果（○）と今後の課題（●） 
○ １人１台端末を活用した多様な指導事例を共有することにより、授業改善を図ることができ
た。 
〔学校評価「確かな学びを保証するために１人１台端末を有効活用している」の質問項目におい
て、肯定的な評価が増加した。（R4：23％→R5：40％）〕 
 ● 情報活用能力の育成のため、９年間の児童生徒の学びの姿をイメージし、各学校共通の全体計
画を整備する必要がある。 

 

【ＩＣＴ通信】 

【クロームブック活用推進プラン】 


